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なつかしの

大洲⑨

(南久米小学校)

間
も
な
く
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
南

久
米
小
学
校
は
、
今
年
、
体
育
館
と
新

校
舎
の
間
に
あ
る
木
造
校
舎
が
改
築
さ

れ
、
全
て
鉄
筋
の
校
舎
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
新
校
舎
と
改
築
さ
れ
る
木
造
校

舎
は
、
か
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
校
舎
、

裏
校
舎
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

南
久
米
小
学
校
が
札
掛
尋
常
小
学
校

と
し
て
開
校
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
五
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年
の
こ
と
。
大
正
十
五
年
に
は
、
南
久
米

尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
し
、
更
に
昭

和
十
六
年
に
は
、
国
民
学
校
令
に
よ
り
、

南
久
米
国
民
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
の
南
久
米
小
学
校
と
い
う
名
称
に
な

っ
た
の
は
、
戦
後
六
-
一
二
・
一
二
制
が
導

入
さ
れ
た
昭
和
二
十
二
年
の
こ
と
で
、

当
時
は
一
二
百
三
十
人
の
児
童
が
通
っ
て

い
ま
し
た
。

今月の閉庁土曜日は

10月12日と26日です

市民の皆様のご理解と

こ・協力をお願いします

.....表校舎全景(昭和10年頃)

写
真
に
売
る
表
校
舎
は
、
大
正
九
年

に
木
造
二
階
建
で
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、

以
後
、
昭
和
四
十
八
年
に
鉄
筋
校
舎
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
約
五
十
年

間
、
多
<
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し

た
三
百
人
を
超
え
て
い
た
児
童
数
も
、

昭
和
一
二
十
年
代
か
ら
減
少
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、
現
在
で
は
七
十
人
。
小
規

模
校
に
数
え
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、

H

す
な
お
で
、
明
る
く
、
た
く
ま
し
く
u

の
校
訓
の
も
と
、
教
員
・
児
童
が
ひ
と

つ
に
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
教
育
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

南
久
米
山
中
学
校
華
や
か
な
り
し
頃
を

支
え
た
木
造
校
舎
た
ち
も
、
現
代
の
鉄

筋
世
代
の
児
童
た
ち
を
、
ど
こ
か
ら
か

優
し
く
見
守
リ
続
け
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今月号の主な内容

0三j頼諸淵………...・H ・....p2 

0一人目のお子さんから…P4 
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0きれいな日左)11は

あなたの家庭かか..p5 

0お宅のはかりは

正確ですか・・….......p5 

0地縁団f本と

I忍められれば・・・ P7 
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ー
南
予
幕
末
維
新
の

群
像
展
よ
り

l

Mοrοbuchi Mise 

おおず広報

企妻高子と・・

諸渓IJの妻高子は、シ ボjレトの娘いねの長女で

16歳の時、当時28歳であった諸測と結婚、諸j見lと
死別した後も波乱の人生を送りました。晩年、山

脇学園を創設するなど、学校教育面でも活躍し、

昭和13年、 88)携の天寿をまっとうしています。

は
後
に
送
ら
れ
た
講
(
い
み
な
)
で
す
。

生
家
は
、
中
町
で
塩
問
屋
を
営
む
富
商
。

母
は
、
有
名
な
蘭
医
・
二
宮
敬
作
の
姉

に
あ
た
り
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
、
文
学
・
絵
画
な
ど
に

秀
で
た
才
能
を
示
し
、
十
六
歳
で
学
問

で
身
を
立
て
る
こ
と
を
決
意
。
十
七
歳

で
二
宮
敬
作
方
へ
行
き
、
蘭
学
と
医
学

と
を
学
び
始
め
ま
し
た
。

や
が
て
、
敬
作
と
共
に
宇
和
島
へ
移

住
し
、
村
田
蔵
六
に
入
門
。
蘭
学
と
武

術
を
学
び
ま
し
た
。
長
崎
に
も
遊
学
し
、

シ
l
ボ
ル
ト
の
再
来
日
時
に
は
、
そ
の

通
訳
を
務
め
て
絶
大
な
信
頼
を
え
、
彼

の
最
後
の
弟
子
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

語
学
力
に
は
天
才
的
な
も
の
が
あ
り
、

当
時
の
著
名
人
・
福
沢
諭
士
口
ら
も
及
ば

ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
、
不
幸
に
も

四
年
間
の
入
獄
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
が
、
出
獄
後
は
、
そ
の
人
脈
や

識
見
を
活
か
し
て
明
治
新
政
府
の
基
礎

固
め
に
貢
献
し
ま
し
た
。
明
治
元
年
か

ら
は
、
大
阪
医
学
校
兼
病
院
の
設
立
に

関
与
、
医
学
生
の
教
育
に
努
め
日
本
医

学
の
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

伊
藤
博
文
か
ら
陸
軍
医
総
監
に
推
薦
さ

れ
ま
し
た
が
、
諸
淵
は
「
純
粋
の
学
究

の
徒
と
し
て
終
始
す
る
こ
と
」
を
希
望

し
、
つ
い
に
こ
れ
を
受
け
な
か
っ
た
と

一
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

若
く
か
ら
、
医
学
の
み
な
ら
ず
、
多

方
面
に
活
躍
を
示
し
た
諸
測
は
、
技
術

者
と
し
て
、
新
橋

1
横
浜
聞
の
鉄
道
敷

設
工
事
に
も
従
事
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
若
い
頃
に
、
日
本
で
も
稀

な
電
信
実
験
に
も
成
功
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
彼
の
夢
は
、
一
度
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
渡
り
、
そ
の
医
学
を
実
地
に
視
察

研
修
し
、
有
能
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
者

数
名
を
連
れ
帰
っ
て
、
東
京
に
大
病
院

を
建
設
し
、
日
本
の
医
学
を
画
期
的
に

進
歩
さ
せ
る
ご
と
で
し
た
。
し
か
し
、

志
半
ば
に
し
て
、
明
治
九
年
、
諸
測
は

悪
性
の
胃
腸
カ
タ
ル
に
か
か
り
帰
ら
ぬ

人
と
な
り
ま
し
た
。

享
年
三
十
九
歳
の
若
す
ぎ
る
死
。
維

新
と
い
う
動
乱
の
中
で
、
純
粋
に
学
聞

の
道
に
生
き
よ
う
と
し
た
彼
が
、
入
獄

す
る
こ
と
も
な
く
、
病
魔
に
回
国
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
な
ら
、
ど
れ
ほ
ど
の
功
績
を
残
し
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
・
:
.

2 

幕
末
・
維
新
と
い
う
激
動
の
時
代
を

駆
け
抜
け
た
偉
人
た
ち
の
功
績
を
解
説

す
る
「
南
予
の
明
治
維
新
群
像
展
L

が、

現
在
市
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
展
示
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

人
物
の
な
か
か
ら
、
三
瀬
諸
測
を
紹
介

し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

三
瀬
諸
測
は
、
こ
の
時
代
に
活
躍
し

た
有
能
な
蘭
学
者
で
、
天
保
十
年
(
一

八
三
九
年
)
大
洲
中
町
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
本
名
は
周
三
と
い
い
、
「
諸
湖
」

赤
い
羽
根
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

今
年
も
、
十
月
一
日
か
ら
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
し
が
始
ま
り
ま

す
。
期
間
中
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
ム
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
ま
大
切
な

民
聞
社
会
福
祉



おおず

緩
衝
ま
。
。

事

広報

関

大
洲
は
、
聖
人
中
江
藤
樹
の
勉
学
の
地
で
あ
り
、

そ
の
心
を
継
承
し
、
今
に
そ
の
教
え
の
息
づ
い
て
い

る
土
地
で
す
。

今
年
も
中
江
藤
樹
の
遺
徳
を
し
の
び
、
九
月
二
十

一
日
の
大
洲
高
校
藤
樹
祭
を
皮
切
り
に
藤
樹
ま
つ
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。
郷
土
に
根
ざ
し
た
偉
大
な
先
覚

者
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
思
い
を
巡
ら
せ

て
み
ま
し
ょ
う
。

平成3年10月1日

{
ま
つ
り
期
間
中
の
主
な
行
事
}

O
大
洲
高
校
藤
樹
祭
(
大
洲
高
校
・

9

月
幻

1
2
日
)

O
記
念
式
典
(
城
山
銅
像
前
・
日
月
白

日
午
前
叩
時
)

O
小
学
生
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
(
肱
南
肱
北

市
街
・
日
月
白
日
午
後
)

O
児
童
生
徒
作
品
展
(
社
教
セ
ン
タ
ー

日
月
白
日

1
1
月
4
日
)

。
中
学
校
弁
論
大
会
(
社
教
セ
ン
タ
ー

日
月
1
日
9
時
1
)

O
藤
樹
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
社
教
セ
ン
タ
ー

日
月
1
日
目
時
加
分

i
)

O
L
U
ま
つ
り
広
場
(
緑
地
公
園
・

1
月

3
日
)

O
市
民
郷
土
芸
能
祭
(
緑
地
公
園
・
日

月
3
日
)

O
市
民
文
化
祭
(
大
洲
中
央
公
民
館
・

日
月
2
日
1
4
日
)

O
市
民
音
楽
祭
(
市
民
会
館
・
日
月
4

日
)

O
市
民
芸
能
発
表
会
(
市
民
会
館
・
日

月
日
日
)

O
菊
花
展
(
市
民
会
館
前
広
場
・
日
月

小山日

1
1
月
4
日
)

O
ゲ

i
ト
ボ
l
ル
大
会
(
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
日
月
6
日
)

O
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
大
洲
小

外
・
日
月
刊
日
)

O
南
予
の
風
景
画
展
(
博
物
館
・
日
月

お
日

1
ロ
月
お
日
)

O
子
供
に
読
ま
せ
た
い
百
冊
の
本
展

(
図
書
館

-m月
幻
日

1
1
月
日
日
)

出庖じません介/

秋恒例の「おまつり村」

年 9回目を迎えました。

例年どおり 11月 3日(文化の日)に緑地公

園で開村します。例年に増して、より楽しい

ものにしたいと考えていますので，-おまつ

り村」での出庖を希望される方は、ふるって

ご応募ください。

※応募先:大掛|青年会議所

おまつり村"

も、回を重ねて今

“今年も開村、

円
イ
ベ
ン
ト
情
報
μ

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
で
は
、
叩
月
中
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
次
の
催
し
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
日
曜
日
な
ど
を
利
用
し

て
ご
来
館
に
な
り
、
明
治
の
香
り
に
包

ま
れ
て
の
一
時
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

0
日
月
2
日

1
7
日

第
一
回
大
洲
市
職
員
文
化
展

0
日
月
四
日

i
M
日

フ
ラ
ン
ス
美
術
切
手
展

om月
四
日

1
1
月
四
日

高
橋
毅
写
真
展「

自
然
と
語
る
」

(宮24-7107)

一
高
橋
毅
氏
略
歴
}

・
一
九
三
九
年
伊
予
三
島
市
生
ま
れ

0

・
一
九
七
七
年
「
二
科
展
L

特
選
、

全
国
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
二
百

余
り
の
賞
を
受
け
る
。

-
一
九
八
七
年
、
個
展
「
石
鎚
の
四
季
」

開
催
(
大
洲
市
立
博
物
館
)
。

-
一
九
八
八
年
以
降
、
愛
媛
県
立
美
術

館
、
由
布
院
、
東
京
、
大
阪
な
ど
各

地
で
、
個
展
「
四
季
も
よ
う
四
国
」

を
開
催
、
活
躍
中
。

- 3 -

開
館
時
間

8
時
加
分

1
2
時

間
館
日
毎
週
火
曜
日

※
赤
煉
瓦
館
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は

左
記
ま
で

-
お
わ
ず
赤
煉
瓦
館
宮
⑫
l
2
8
1

-
商
工
観
光
課
宮
⑪
2
1
1
1
内
3
2
1
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章一

児
童
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
四

年
一
月
一
日
か
ら
、
新
制
度
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
最
近
の
子
供
と
家

庭
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
を
ふ
ま
え
、

二
十
一
世
紀
の
社
会
を
担
う
子
供
た
ち

が
健
や
か
に
産
ま
れ
育
つ
た
め
の
環
境

づ
く
り
の
一
貫
と
し
て
、
世
代
と
世
代

の
助
け
合
い
、
児
童
養
育
家
庭
に
対
す

る
育
児
支
援
の
強
化
と
い
う
考
え
方
か

ら
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

一
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
一

一
、
一
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
、
児
童

手
当
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
わ
、
一
人
目
の
お
子
さ
ん
に
つ
い

て
は
、
平
成
三
年
一
月
二
日
以
後
に
生

おおず広報

れ
た
わ
子
さ
ん
か
ら
、
新
た
に
支
給
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

二
、
手
当
の
月
額
は
、
一
人
目
と
二
人
目

の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
五
千
円
、
三
人

目
以
降
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
万
円
に
な
り
ま
す
。

三
、
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
期

間
は
、
三
歳
未
満
ま
で
と
な
り
ま
す
。

{
経
遇
措
置
}

新
し
い
制
度
が
実
施
さ
れ
る
の
は
、

平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
で
す
が
、
支

給
期
間
の
変
更
に
伴
い
、
既
に
手
当
て

を
受
け
て
い
る
家
庭
に
配
慮
し
て
、
次

の
よ
う
な
措
置
が
設
け
ら
れ
で
い
ま
す

0

・
平
成
四
年
一
月

1
十
二
月

一
人
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年

一
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お
子
さ

ん
が
、
二
人
目
以
降
に
つ
い
て
は
、

五
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
支
給
対
象

に
な
り
ま
す
。

-
平
成
五
年
一
月

1
十
二
月

一
人
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年

一
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
わ
子
さ

ん
が
、
二
人
目
以
降
に
つ
い
て
は
、

四
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
支
給
対
象

に
な
り
ま
す
。

-
平
成
六
年
一
月
以
降

三
歳
未
満
の
全
て
の
わ
子
さ
ん
が

り(申日ち象四
詳ま又請かのと年な支

E しすはにら家なーお給
⑫く。各関申庭る月、の
2 は 連す請は一一今対
1 、 絡るす、人目回象
1 福 所書る前日かのと
1 祉 )類こものら改な
内事 にはとつわ新正り
線 務 備、がて子たにま
2 戸斤 え名高で 、さにイ半す
7 ま 付祉き十ん支い 0

4 で け事まーを給
。 て務す月わの平

あ所。ーも対成
て号ーや4τがιτ手ιτ手ι司手ιτ手会τ予ιて手ιτ手ιτ手三弓子~がLτ手L官事ι常手L司手￡τ手Lτ手会苛手会τ手ιτ手ιτ手会τきL官与とιτ手ιq手乙弓云包

ーみら言がす 火家 向数火のイ牛
、 で、えあい特対の火が字災内の平

燃く我まつおに策中災見でで八建成
えだがすで年、をををらはす件物二
なさ家。こ寄火立具引れな。(火年
いいの次そり災て体きまくこ七災中
環。防の、やのる的起す、れ二がに
境 災点本子時必にこ。毎は%発
づ チに当供に要チさ 年、)生大
< ェ 気 の た 犠 が エ な 同咋はしi1H
り ツを防ち牲あツい じ 年 住 ま 市

クつ火へにりクた よに宅し内
をけ士ずのなましめ う F艮かたで
しな 策配 りす 、に なつら。十
てがと慮や。防は 傾たのこー

防
火
対
策
は

万
全
で
す
か
っ

活守る心力t築くよい社会

10月 1日は「法の日」です。この「法

の 日」は、国を挙 げ て 法 を 尊 重 し 、 基 本

的人権を擁護し、社会平刻字の確立の精神

を高めるための日として制定されました。

法は個人の自由を守ってくれます。ま

た、法はあらゆる 暴力を否定します。法

を守り、人権を尊 重 し 、 社 会 の 関 手 を 守

ることが社会を平 和にし、わ互いの家庭

生活を豊かなものにすることになります。

私たち 一 人 ひ とりが法に親しみ、明る

い社会を築くよう心がけたいものです。

皆さんの中で¥人権を侵されたり、裁

判費用のことてもお困りの方がいましたら

お近くの人権擁護委員か法務局又は、そ

の支局にご相談くだ、さしミ。相談は無料で¥

秘密は固く守られます。

な お 、 大 洲 市 の人権擁護委員は次のと

おりです。

10/1'""'10/7は法の日週間

山
火
を
使
う
場
所
(
台
所
、
風
呂
場
な

ど
)
を
燃
え
な
い
構
造
に
し
、
周
囲
の

整
理
に
努
め
る
。

凶
万
一
の
た
め
に
、
水
バ
ケ
ツ
や
消
火

器
な
ど
を
備
え
で
お
く
。

mw
カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
寝
具
類

な
ど
は
、
務
め
て
防
炎
加
工
品
を
使
う

よ
う
心
が
け
る
。

二
、
日
頃
の
心
が
ま
え

山
台
年
寄
り
ゃ
子
供
は
、
で
き
る
だ
け

一
階
の
避
難
し
や
す
い
場
所
に
寝
か
せ

る
よ
う
に
す
る
。

間
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
、
子
供
の
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
。

ω子
供
へ
の
防
災
教
育
を
行
う
。

山
間
万
一
の
と
き
、
誰
が
誰
を
避
難
さ
せ

る
か
を
決
め
て
お
く
。

間
常
に
、
二
方
向
以
上
の
逃
げ
道
を
考

え
て
お
く
。

4 -

電話

⑮ o 4 9 3 

⑫ 3 7 9 4 

⑪ 5 7 3 0 

⑫ o 0 2 5 

⑫ 4 6 3 2 

⑫ o 8 7 7 

イ主 戸斤

(八多喜)

( 北 只 )

( 大 洲 )

( 森 山 )

( 市 木 )

(~ 車尾)

氏名

o兵頭典次

0玉木道輝

0亀井悦子

o東定一郎

0 山根義徳

0森本幸衛
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台所では

おおず広報

-三角]ーナーなどには、ろ紙袋をかぶせ、

調理くずを流さないようにしましょう。

・食器についている残りかずは、紙などで

ふき取ってから洗いましょう。

・調理くずは、ゴミ(こして出すか、埋めて

土に戻しましょう。

快
適
な
生
活
環
境
と
肱
川
の
水
質
保
全
を
図
る
た

め
、
今
年
八
月
二
日
、
愛
媛
県
か
ら
「
生
活
排
水
対

策
重
点
地
域
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
、
各
家
庭
の
台
所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

活
排
水
が
、
川
の
汚
れ
の
大
き
な
原
園
に
な
っ
て
い

ま
す
。
家
庭
で
の
チ
ヨ
ッ
ト
し
た
心
が
け
が
水
質
の

浄
化
に
役
立
ち
ま
す
。
美
し
い
肱
川
を
守
る
た
め
、

日
頃
か
ら
次
の
よ
う
な
点
に
気
を
佃
け
ま
し
ょ
う
。

-使いふるしの天プラ油は、そのまま流さ

ないて古新関などに吸い込ませて、

として出すように心がけましょう。

コミ

洗たくでは

-洗剤は、精石けんなどのリンを含んでいないものを

選びましょう。

-洗剤は使いすぎないように、計量力ップて正確に計

りましょう。

-洗剤がよく溶けるように、嵐呂の残り湯を洗たくに

使いましょう c

日
計
量
器
の
定
期
検
査
を
左
表
の
日
程

w

で
行
な
い
ま
す
。
検
査
に
は
、
手
数
料

"
刊
が
必
要
で
す
の
で
、
当
日
用
意
を
し
て

日
刊
く
だ
さ
い
。

昨

種

類

料

金

却
・
棒
は
か
り
二
百
円

1
三
百
六
十
円

時

程

度

問
・
皿
手
動
は
か
り
四
百
円
1

何

回

百

五

十

円

程

度

目
・
ば
ね
式
指
示
は
か
り

日

三

百

六

十

円

1
千
百
円
程
度

w

・
台
手
動
は
か
り
四
百
円
1

何

千

百

五

十

円

程

度

お
宅
の
rg 

正tt
確乙jz陪

tJ' 
つ

-部分洗いも取り入れて、効果的{こ洗いましょう。

-
光
電
式
は
か
り
千
百
円
程
度

-
光
電
式
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
訪
問

検
査
を
し
ま
す
。

※
な
お
、
一
般
家
庭
の
台
所
用
は
か
り

な
ど
は
無
料
で
検
査
し
ま
す
。
病
院
等

で
使
用
す
る
体
温
計
や
血
圧
計
は
、
一

部
無
料
で
、
十
月
二
十
二
日
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
検
査
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま

で

宮

⑫

2
1
1
1
内
線
3
2
6

- 5 

月 日 土暴 所 時 間

10月15日(火) 南久米連絡所 11 : OO~ 12 : 00 

民 平 野連絡所 13:30~14:30 

16日(剥 上須戒連絡所 10 : OO~ 11 : 00 

// 八多喜連絡所 13 : OO~ 14 : 00 
。 三善連絡所 15 : 00~15 : 30 

17日休) 菅回連絡所 10 : 00~11 : 30 

// 柳沢連絡所 13 : 30~14 : 30 

18日後j 大洲市基幹集落センター 10 : 30~11 : 30 

'" 大川l連絡所 13:30~14:30 

21日(月) 新谷連絡所 11 : 00~15 : 00 

22日ω 大洲市保健センター 10 : OO~ 15 : 00 

23日(水) 社会教育センター 9 : OO~ 12 : 00 

// 大洲市民会館 13 : 30~16 : 00 

24日(木) 大洲市民会館 9 : 30~14 : 00 

計量器の定期検査日程
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開
発
行
為
に
は

許
可
が
必
要
で
す

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
都
市
計
画
法

に
よ
っ
て
、
事
前
に
知
事
(
そ
の
土
地

が
松
山
市
、

A
7
治
市
、
新
居
浜
市
に
あ

る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
)
の
許
可

が
必
要
で
す
。

O
開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作
物

の
建
設
を
目
的
で
行
な
う
土
地
の
区
画

形
質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地
造
成
を

行
な
う
こ
と
を
一
言
い
ま
す
が
、
許
可
の

必
要
な
も
の
は
次
の
も
の
で
す
。

・
市
街
化
区
域
内
で
は
、
千
平
方
訂

以
上
の
開
発
行
為
(
大
洲
市
は
該
当

な
し
)

おおず広報

参加レません介
生涯学習うンポシウ仏

-
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農
業
・

林
業
・
漁
業
者
の
住
宅
及
び
こ
れ
ら

の
業
の
た
め
の
建
築
物
な
ど
以
外
で
、

一
定
用
途
の
目
的
に
供
す
る
開
発
行

為
(
大
洲
市
は
該
当
な
し
)

-
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
で

は
、
三
千
平
方
日
以
上
の
開
発
行
為

。
都
市
計
画
区
域
内
で
行
な
う
建
築
物

や
工
作
物
の
建
設
及
び
開
発
行
為
を
す

る
場
合
に
は
、
種
々
の
制
約
が
み
り
ま

す
。
事
前
に
そ
の
土
地
が
所
在
す
る
地

方
局
建
設
部
、
土
木
事
務
所
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
都
市
計
画
区
域
の
内
外
を
間

わ
ず
、
二
千
平
方

M
を
超
え
る
開
発
行

為
(
東
大
洲
の
一
部
は
0
平
方
日
以
上
)

は
、
そ
の
面
積
に
応
じ
、
県
又
は
大
洲

市
へ
の
事
前
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

八
幡
浜
地
方
局
建
設
部

宮
⑫
5
1
2
1

大
洲
市
企
画
情
報
課

宮
⑪
2
1
1
1
内
3
4
1

八幡浜地方局?は、生涯学習のより一層

の推進を図るため、生涯学習シンポジウム

を開催します。人生80年型の現代、生涯学

習の 充実がとみに叫ばれるようになりまし

た。シンポジウムに参加して、生涯学習へ

の認、言裁をj架めてみてはいかがでしょうか。

次の要領で、開催する予定ですが、会場使

用などの都合で、参加者を200人(申込み先

着順)に限定させていただきます。参加ご

希望の方は下記によりお申し込みください。

開催日時:平成 3年 11月29日後)

13 : 00~16 : 10 

開催場所:八幡浜商工会館大ホール

内 容 o基調講演

(作家・三好京三)

O ノfネルディスカッション

参加申込期間 9 月 20 日 ~10月 31 日

申込方法:往復は がきで¥住所・氏名・年

齢・電話番号を記入し申し込んでくだ、さ

申し込み及び問い合せ先:

〒796八幡浜市松柏1101

八幡浜地方局県民生活課

ft0894--22--4111 内線 222

ご
存
じ
で
す
か
?

H

土
地
取
引
の
届
出
制
度
U

次
の
よ
う
な
土
地
取
引
を
行
な
う
場

合
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
制
度
は
、
土
地
の
投
機
的
取

引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発

を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

次
の
事
例
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
必

ず
契
約
の
六
週
間
前
ま
で
に
届
け
出
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
届
出
の
必
要
な
土
地
}

①
監
視
区
域

知
事
が
期
聞
を
定
め
で
指
定
す
る
一

定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内
は
該

当
な
し
)

②
そ
の
他
の
区
域

④
市
街
化
区
域

二
千
平
方
訂
以
上
の
土
地

10月は

「労働保険適用促進月間」

⑥
④
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方
引
以
上
の
土
地

①
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方
訂
以
上
の
土
地

O
事
前
確
認
制
度

分
譲
宅
地
や
建
売
住
宅
、
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
を
購
入
す
る
場
合
に
は
、

分
譲
業
者
が
そ
の
分
譲
予
定
価
格
に
つ

い
て
高
す
ぎ
な
い
と
の
知
事
(
市
長
)

の
確
認
を
あ
ら
か
じ
め
受
け
て
い
る
場

合
、
定
め
ら
れ
た
有
効
期
間
内
で
あ
れ

ば
、
個
々
の
取
引
ご
と
に
改
め
て
届
け

出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
宅
地
分
譲

な
ど
の
広
告
に
は
、
「
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
事
前
確
認
済
し
な
ど
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
情
報
課
(
宮
⑪
2

1
1
1
内
線
3
4
1
)
ま
で

事業主の皆さん、従業員を 1人でも使用

している場合には、労働保険(雇用保険十

労災保険)に加入しなければなりません。

まだ加入していない事業主の方は、今す

ぐ加入の手続をしましょう。詳しいことは、

気軽にノ¥ローワークまでご相談ください。

ハローワーク大洲

(大川|公共職業安定所)

E⑫ 3 1 9 1 
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おおず広報

従
来
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
が
、

団
体
の
名
義
で
の
不
動
産
登
記
な
ど
を

行
な
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
財
産
上
の
種
々
の
ト
ラ
ブ

ル
の
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本

年
四
月
か
ら
は
そ
の
団
体
が
市
長
に
よ

っ
て
「
地
縁
に
よ
る
団
体
」
と
認
め
ら
れ

れ
ば
、
不
動
産
登
記
な
ど
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
地
縁
に
よ
る
団
体
L

と
は
、

い
わ
ゆ
る
自
治
会
、
町
内
会
等
、
町
又

|自治会 I I町内包

総会

(認司申請の意思の決定等)

平成 3年10月1日

は
字
の
区
域
そ
の
他
市
町
村
内
の
一
定

の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
地
縁
に

基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
団
体
を
い
い
ま

す。
な
お
、
認
可
を
受
け
る
た
め
に
は
、

次
の
要
件
を
満
た
す
地
縁
に
よ
る
団
体

の
代
表
者
が
申
請
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

川
良
好
な
地
域
社
会
の
維
持
及
び
形
成

に
資
す
る
地
域
的
な
共
同
活
動
を
行
な

う
こ
と
を
目
的
と
し
、
現
に
そ
の
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

間
そ
の
区
域
が
、
住
民
に
と
っ
て
客
観

的
に
明
ら
か
な
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

mwそ
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
全
で
の

個
人
は
、
構
成
員
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
し
、
そ
の
相
当
数
が
現
に
構

成
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

山
間
所
定
の
記
載
事
項
を
記
載
し
た
規
約

を
定
め
て
い
る
こ
と
。

※
申
請
手
続
き
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
総
務
財
政
課
行
政
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
2
8

市町村長に認可申請

認可地縁団体の取引の相手方等

i謀議議議fiZ~

No.155 

人
権
と
同
和
教
育

「
人
権
と
歴
史
L

農
民
の
抵
抗
と
下
魁
上

応
仁
の
乱
(
一
四
六
七

1
一
四
七
七
)

の
あ
と
、
戦
乱
が
各
地
に
飛
び
火
し
て

戦
国
の
世
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ご
ろ
、

貴
族
た
ち
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
多
く

の
人
び
と
が
立
ち
あ
が
り
、
力
を
あ
わ

せ
て
闘
い
ま
し
た
。

や
ま
し
ろ
の
〈
に

山
城
国
(
京
都
府
)
で
は
、
一
四
八

五
(
文
明
十
七
)
年
、
国
中
の
農
民
が

集
ま
っ
て
一
撲
を
わ
こ
し
、
八
年
間
も

自
分
た
ち
の
力
で
国
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
加
賀
国
(
石
川
県
)
で
は
、
一

向
宗
の
暗
唱
で
あ
る
農
民
が
一
撲
を
お

こ
し
、
守
護
を
た
お
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
ま
で
下
積
み
に
さ

れ
で
苦
し
ん
で
き
た
人
び
と
や
、
農
民

の
力
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ
で
い
き
ま

し
た
。今

ま
で
子
工
業
者
と
し
て
み
さ
げ
ら

れ
て
い
た
人
た
ち
の
中
に
は
、
そ
の
技

術
伊
均
一
と
め
ら
れ
、
新
し
く
力
を
も
っ

た
大
名
た
ち
に
よ
っ
て
城
下
に
集
め
ら

れ
、
た
い
せ
つ
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
人
び
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

こ
め
ヰ
フ
な
中
で
、
身
分
も
家
柄
も

な
い
下
層
の
民
衆
の
中
か
ら
力
を
持
つ

出
初
出
出
付
清
ま
し
た
。
例
え
沼
、
う
沈

没
早
雲
は
浪
人
出
身
で
あ
り
、
斎
藤
道

己
批
山
崎
仏
涼
滞
情
)
の
油
売
門
ド
瑚

藤
清
正
・
藤
堂
高
虎
、
そ
し
て
福
島
正

側
峰
、
や
そ
出
ぜ
で
賎
業
視
さ
れ
て
い
た

鍛
治
信
沖
浦
屋
の
出
身
で
オ
一
し
さ
げ
で

蜂
須
賀
小
六
は
野
武
士
、
小
西
行
長
は

こ
れ
ま
た
い
や
し
い
仕
事
と
さ
れ
て
い

〈
す
り
や

た
薬
彊
沼
山
崎
司
で
哨
門
、
天
下
を
統
一

札
た
豊
臣
秀
吉
は
尾
張
(
愛
知
県
)
の

貧
し
い
百
姓
の
子
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
身
分
の
下
の
者
が
、

上
の
地
位
に
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
古

い
秩
停
止
一
部
統
を
打
ち
破
る
に
辻
、
こ

れ
を
下
魁
上
と
い
い
ま
す
。
下
層
の
民

衆
が
力
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
分

の
格
差
は
著
し
く
縮
ま
り
、
室
町
時
代

中
期
以
識
の
身
分
制
や
秩
序
は
し
だ
い

に
切
り
崩
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
し
く
支
配
者
に
な
っ
た

も
の
は
、
民
衆
の
持
つ
力
の
恐
ろ
し
さ

を
よ
く
知
っ
て
い
る
だ
け
に
、
自
分
が

支
配
者
に
な
る
と
、
再
び
分
裂
支
配
の

し
く
み
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。

(
つ
づ
く
)

8月末までの

大洲市内の交通事故

7 ー

8月末現在 昨年同期

件 数 157 176 

負傷者 207 251 

死 者 2 。



平成 3年10月1日

山
富
士
の
風
や
扇
に
の
せ
て

江
戸
土
産
H

(

芭
蕪
)

今
ま
で
に
旅
行
と
勺
え
ば
、
積
立
の

団
体
パ
ス
旅
行
か
、
家
族
旅
行
ぐ
ら
い

し
か
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
旅
行
す

れ
ば
ま
ず
土
産
を
買
う
こ
と
に
気
を
使

い
ま
す
。
昔
、
旅
行
ば
か
り
し
て
い
た

芭
蕉
で
さ
え
土
産
の
こ
と
を
考
え
て
い

た
ご
と
を
知
れ
ば
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

我
が
家
の
飾
戸
棚
の
中
に
は
、
色
々

な
土
産
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

台
風
の
目
、
無
事
に
帰
り
着
い
た
夫
が

日
月
5
日

(
土
)

日
月
6
日

(
日
)

おおず

日
月
刊
日

(
木
)

広報

10 
(月
土 12
)日

水
道
業
者
の

漏

水

当

番

内
田
電
気
水
道
設
備

宮
⑫
2
8
5
8

淳
山
水
道
工
事
居

宮
⑪
2
5
8
3

帰
オ
ク
ダ
設
備

宮

(
ω
3
6
7
4

伊
予
屋
住
設

宮

(
ω
2
5
4
1

神
田
鉄
工
所

宮
⑫
4
1
2
2

大
塚
鉄
工
所

告
(
⑪
0
3
0
0

城
戸
電
業
社

宮
(
⑪

2
9
4
4

手
渡
し
た
土
産
の
人
形
に
子
供
た
ち
が

喜
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
、
思
い
出
に
残

る
も
の
は
良
い
の
で
す
が
、
今
で
は
、

ど
こ
へ
行
つ
で
も
同
じ
様
な
も
の
が
売

ら
れ
て
お
り
、
少
し
包
装
を
変
え
た
だ

け
の
菓
子
な
ど
で
は
見
向
き
も
さ
れ
ま

せ
ん
。十

年
前
高
野
山
へ
旅
行
し
た
折
、
土

産
物
底
に
飾
ら
れ
た
杉
の
一
万
彫
の
面

が
欲
し
く
て
見
て
い
る
と
、
居
主
が
出

て
来
て
、
「
朝
一
番
の
お
客
さ
ん
だ
か

ら
、
縁
起
を
か
つ
い
で
末
広
が
り
の
値

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
一
万
円

日
月
日
日

(
日
)

日
月
四
日

(
土
)

10 
(月
日 20
)日

10 
(月
士 26
)日

岡
福
水
道
工
事
底

宮
⑫
3
6
5
6

土
居
鉄
工
所
側

宮

(
ω
4
5
1
9

神
南
設
備

E
@
4
6
8
4
 

南
予
水
道
住
設
備

宮

(
ω
4
5
7
7

久
保
鉄
工
所

宮

(
ω
0
5
3
7

星
加
鉄
工
所

E
@
0
0
2
0
 

蔵
田
水
道
庖

宮
⑫
5
9
6
8

徳
森
設
備

宮
⑫
4
0
2
3

佐
藤
水
道
庖

の
と
こ
ろ
を
八
千
八
百
円
に
ま
け
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
、

そ
の
面
を
見
る
た
び
に
、
高
野
山
の
立

派
な
わ
寺
と
そ
の
道
中
の
杉
山
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
夫
の
勤
務
の
都
合
で
ふ
る
さ

と
大
洲
を
は
な
れ
、
隣
り
町
の
明
浜
町

で
生
活
し
て
い
ま
す
。
週
に
一
度
帰
っ

て
来
る
と
、
や
は
り
『
帰
っ
て
来
た
』

と
い
う
想
い
が
つ
の
り
ま
す
。
と
り
す

ま
し
た
と
こ
ろ
の
な
い
、
誰
か
が
ひ
ょ

っ
ご
り
出
で
来
て
鉢
合
せ
し
そ
う
な
狭

い
道
、
道
を
聞
け
ば
曲
り
角
ま
で
一
緒

に
つ
い
て
来
て
く
れ
る
程
の
人
な
つ
っ

こ
さ
、
そ
ん
な
大
洲
が
私
は
好
き
で
す
。

あ
り
き
た
り
の
品
で
な
い
、
大
洲
に

旅
し
た
思
い
出
の
残
る
土
産
を
、
ぜ
ひ

告
⑫
4
4
1
0

偏
丸
電
工
業

宮
⑫
5
3
5
1

浜
住
設
備

宮
⑫
4
6
4
5

※
詳
し
く
は
水
道
課
ま
で

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
7
7

10 
(月
日 27
)日

今月の納税

市県民税 3期
国民健康保険税 3期

納期は10月31日です

新
刊
図
書
案
内
一

1
市
立
図
書
館

1

ン
ユ
ガ

l
タ

イ

ム

小

川

洋

子

著

旧
約
聖
書
を
知
っ
て
い
ま
す
か

阿
万
田
高
著

生
き
て
い
る
心
臓
上
・
下加

賀
乙
彦
著

月
は
ピ
ア
ノ
に
誘
わ
れ
で木

根
尚
登
著

関

ヶ

原

合

戦

志

茂

田

景

樹

著

戦

争

と

青

春

早

乙

女

勝

元

著

お
気
に
入
り
の
孤
独
田
辺
聖
子
著

君

を

見

上

げ

て

山

田

太

一

著

ジ

ョ

ー

カ

ー

藤

堂

志

津

子

著

青
春
デ
ン
デ
ケ
デ
ケ
デ
ケ

芦
原
す
な
お
著

結

婚

式

山

田

邦

子

著

ハ
ッ
ク
ル
ペ
リ
i
・
フ
レ
ン
ズ

景
山
民
夫
著

再

び

男

た

ち

へ

塩

野

七

生

著

定
年
か
ら
は
同
行
二
人
小
林
淳
宏
著

シ
ベ
リ
ア
停
虜
記
酒
井
東
吾
著

作
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

個
人
向
け
融
資

受
け
付
け
中

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム

新
築
融
資
・
建
売
住
宅
購
入
融
資
の
受

け
付
け
を
、
平
成
三
年
一

O
月
一
一
日

ま
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
マ
イ
ホ
ー
ム
新
築
融
資

で
一
二
五
ぱ
の
木
造
住
宅
の
場
合
、
融

資
額
は
、
住
宅
基
本
融
資
額
で
六
一

O

畦
地
梅
太
郎
全
版
画
集
南
海
放
送

、
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
(
大
洲
市
)

捨
て
る
神
に
拾
う
神
早
坂
茂
三
著

限
り
な
く
優
し
く
あ
れ
大
川
隆
法
著

死

後

の

世

界

宜

保

愛

子

著

悲
し
み
の
ソ
ビ
エ
ト
大
石
芳
野
著

い
き
な
り
大
臣
高
原
須
美
子
著

日

本

革

質

堺

屋

太

一

著

そ

れ

で

も

親

か

/

稲

葉

修

著

気
品
の
あ
る
生
き
方
の
す
す
め

浜

尾

実

著

h

何
年
寄
り
の
食
事
百
科

大
友
英
一
・
他
監
修

お
い
し
い
キ
ム
チ
石
神
鉄
雄
著

み
ん
な
お
だ
ま
り
美
川
憲
一
著

貴
花
田
光
司
素
顔
の
青
春

貴
花
田
番
記
者
グ
ル
ー
プ
編

あ
な
た
に
褒
め
ら
れ
た
く
て

高
倉

万
円
、
特
別
加
算
額
と
し
て
三
五

O
万

円
の
融
資
が
利
用
で
き
ま
す
。
金
利
は

住
宅
基
本
融
資
額
が
当
初
一

0
年
間
五

・
五
%
、
一
一
年
目
以
降
六
・
八
%
、

特
別
加
算
額
は
全
期
間
六
・
九
%
の
金

利
と
な
り
ま
す
。
返
済
期
聞
は
、
二
十

五
年
以
内
で
す
。

詳
し
く
は
、
も
よ
り
の
公
庫
取
扱
金

融
機
関
又
は
住
宅
金
融
公
庫
四
国
支
庖

(
宮

0
8
9
8
2
5
1
0
5
1
1
)

ま
で
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
著

- 8 ー
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家
族
旅
行
村
が

オ
ー

~ 
..... 
、ノ

ノυ

長
さ
百
日
に
及
ぶ
人
工
滝
や
果
樹
園
、

見
晴
ら
し
広
場
な
ど
が
あ
る
。
大
洲
家

族
旅
行
村
山
が
、
冨
士
山
中
腹
に
全
村

オ
ー
プ
ン
。
八
月
二
十
一
日
、
関
係
者

約
百
二
十
人
が
参
加
し
て
、
開
村
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
洲
家
族
旅
行
村
は
、
運
輸
省
の
指

定
を
受
け
て
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
整

備
を
開
始
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
だ
け

が
、
一
足
早
く
咋
年
七
月
に
部
分
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
し
た
。

総
面
積
三

0
・
五
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

総
事
業
費
は
約
十
一
億
円
。
人
工
滝
の

回
り
に
は
、
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
園
地
も
あ
り
、
親
子
連
れ
で
楽

し
く
自
然
と
親
し
め
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

(向
。も1三き才一sこノ/

~ 
[s@J)j 

、、ス

~ポ

Eシ
v 少
年

:団
が
全
国

¥表

日彰

、、 F 、

、〉r
 

、

J

~

 

J
 

〉、、
〉、、

♂ 

口 、
、一旬一
¥ 、

、
、、円¥、

選換

手火の風物、いちだき丹7tーブ'/-1

300年の伝統の味は10月下旬まで楽し

めます。詳しくは観光協会まで。

ft24-2664 

県 下 第 2位 の 規模(回数33、団員数1，277)

で幅広い活動を続けている“大洲市スポーツ

少年団"が、その実績を評価され、この度日

本スポーツ少年団から表彰されました。スポ

ーツ少年団としての全国表彰は、市内でも初

めてのことです。

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

)¥ 
月

十

武(口
井敬忌

話量
こ5でミ

金

一

封

若

宮

金
一
封
(
寄
付
金
)

田

口

金
一
封
(
寄
付
金
)

新

谷

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
平
地
下

鶴

寿

会

へ

)

平

野

町

柁

谷

鎮

雄

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田

処

福

谷

恭

弘

金
一
封
(
大
洲
清
和
圏
へ
)

平

野

町

清

水

視

俊

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
会
へ
)

上

須

戒

上

田

義

治

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
大

会
収
益
金
の
一
部
を
新
谷
地
区
社
協
へ
)

長
浜
町
全
日
本
カ
ラ
オ
ケ
審
査

協
会
愛
媛
県
南
予
地
区
長
浜
支
部

長

中

川

協

金
一
封
(
「
志
」
)
と
し
て
平
野
公
民

館

へ

)

平

野

町

武

田

健

之

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
収
益
金
の
一

部
を
神
山
作
業
所
へ
)
大
洲
中
央
公

民
館
内
大
洲
ユ
ネ
ス
コ
協
会

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
で
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会 青

治

高
石

福
富

荒
木
コ
シ
ゲ

ヨー



平成 3年10月1日

保
纏
一
セ
ン
タ
j
だ
よ
り

偽

実

施

日

該

当

者

日
月
1
日
(
火
)
平
成
3
年
5
月
生
※

叩
月
8
日
(
火
)
平
成
3
年
2
月
生
※

印
月
日
日
(
火
)
平
成
2
年
日
月
生

日
月
口
日
(
木
)
平
成
2
年
3
月
生
※

日
月
初
日
(
水
)
昭
和
臼
年
9
月
生

※
は
、
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
泊
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
晶
母
子
健
康
手
帳

日
月
8
日
は
、
育
児
相
談
だ
け
で
す
。

乳

幼

児

健
康
診
断

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

日
月
2
日
(
水

場

所

徳
森
児
童セ

ン
タ
ー

市
民
会
館

日
月
4
日
(
金

日
月
M
日
(
木
)

日
月
お
日
(
金
)

日
月
却
日
(
火
)
南
久
米
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
却
分

1
日
時

日
時

1
日
時

無

料
一
保
健
セ
ン
タ
ー

検

診

料胃

が

ん

検

診

実

施

日

目
月
2
日
(
水

場

所

徳
森
児
童セ

ン
タ
ー

市
民
会
館

上
須
戒
連
絡
所

八
多
喜
連
絡
所

一
保
健
セ
ン
タ
l

婦

人

が

ん

検

診

実
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実
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目
月
日
日
(
水

相談こと案内

いずれも無料です。気軽にご

利用く だ さ い 。

修交通事故相談

とき 10月 8日

10月21日

10月 8f::lは市役所 3階

会議 室

10月21日は市役所 5階

会議室

砂人権相談

と き 10月 14日 13日寺 ~16日寺

10月 21日

10月14日は肱北公民館

10月21日は市役所 3階

会議室

砂法律相談

と き 10月 7日 13日寺 ~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心配ごと相談

とき 10月 1、 11、 25日

13日寺一16時

とごろ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

修行政相談

とき 10月 19 日 9 時~12時

ところ 市役 所 2階会議室

急ぐ時は宮⑫3794 (玉木)まで

惨社会保険相談

と き 10 月 4 、 21 日 10日寺~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

惨栄養士による健康相談

と き 10月24日 13日寺一15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

惨何でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲隣保館E⑫ 6100

大洲福祉 会 館 宮 ⑫0947

b不動産無料相談

と き 10月15日 9日寺一16日寺

ところ 宅 建協会大洲支部

フヂエダ花庖 2階、常磐町 4

10時~15時
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